
　　　　

R8 年 3 月 25 日

あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主なレギュラープログラム

地域支援・地域連携

学校での様子を踏まえ、放課後の過ごし方を調整する
相談支援専門員と情報共有を行い、支援方針の統一を図る
地域での活動機会を大切にし、社会経験の場を広げられるよう支援する 職員の質の向上

定期的な研修実施によるスキルアップ。
職員間のコミュニケーション促進とチームワーク強化

主な行事等
5月：運動会　6月：卒業生（OB・OG）交流会　10月：秋祭り　　12月：クリスマス会　　1月：ボウリング大会　3月：卒業証書授与式

長期休暇中：電車VSバス　利用者発案企画の運営・実行　　野外活動（BBQ）等

SST（会話・伝え方　人との距離感など）
グループ活動でのやりとり
振り返り・発表の機会
自分の思いを言葉にする練習

ラボ活動（役割分担・協力・趣味探求）
外出活動（社会経験・余暇）
グループ活動（ルール・関係づくり）
就労・進学に向けた活動

ラボ活動（趣味を深める・自己選択・好きなことを強みにする）　　お金の管理　　　SST　　音楽活動　　プログラミング（外部講師による支援）
農業プログラム　作業実習　造形活動（季節の行事）　クッキング（料理・おやつ）　運動遊び

家族支援

本人の特性理解が深まるよう、連絡帳アプリやLINE等で様子をフィードバックする。
関係機関（学校・相談支援専門員）との情報共有を行い本人や家族が安心して過ごせるように支
援する。 移行支援

次の生活環境を見据えた生活スキルの定着を図る
自分の気持ちを伝える力を育みながら社会生活につながる経験を積めるよう支援する
役割活動を通して自己肯定感や責任感を育てる

本
人
支
援

支　援　内　容

生活リズムの安定（来所習慣・時間意識）
調理活動（簡単な食事やおやつ作り）
金銭管理（お金の管理プログラム・支払い検定アプリ）
身だしなみ・整理整頓

軽運動・レクリエーション
卓球・バトミントン・野球・ドッチビー・ボウリングなど体を動かす活動
作業実習　手芸・制作活動（手先の操作）
感覚に配慮した環境調整（感覚の特性に合わせて環境を整える）

SST（ルール理解・状況判断　SNSの危険性など）
ゲーム活動（順番・ルール・戦略）
時間管理（5分前行動など）
自己理解のためのワーク

法人（事業所）理念

私たちが大切に考えている3つの力。
● 自分の気持ちに気づき、落ち着いて過ごす力　（安心・自己調整）
● 自分の思いを伝え、相手を理解する力　（コミュニケーション）
● 活動を通して、自分の役割や居場所を見つける力　（社会参加・役割）

子どもたちの目線に立ち将来の自立に向けて真剣に一緒に考え円滑な社会生活を行えるよう総合的な支援を目指す。

支援方針

一人ひとりの「好き」や「やってみたい」という気持ちを大切にし、安心できる環境の中で主体的に活動へ取り組める支援を行う。
ラボ活動を通して自己理解を深め、自ら選択し、仲間と協力しながら役割を担う経験を重ねることで、将来の就学・就労につながる力を育てる。
また家庭や学校・関係機関と連携しながら、子どもが自分らしく社会とつながっていけるよう、継続的かつ一貫した支援を行う。

営業時間
平日　10:30～18:00
土・長期休暇日  9:00～16:00

送迎実施の有無 （中学生以下）

事業所名 ツバサプラスシリウス館 2026年度　支援プログラム 作成日


